
No

― ― ― ― ― ― ― ―

○ 全部直営 ○ 一部委託 ○ 全部委託 ● 義務である

● その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　） ） ○ 義務ではない

）

100

31,462

　　コスト・成果指標の推移

100実施要綱、要領に基づく

（Ｐｌａｎ）　事務事業の計画

      施策の体系
（八代市総合計画の
実施計画における位
置づけ）

実施状況

事業コード（大－中－小）

「主なる事業の執行状
況調」における件名又
は事業名

26年度計画

会計区分

所管部長等名 農林水産部長　橋口　尚登84 事務事業評価票

平成２３年度

事務事業名

所管課・係名

潮﨑　勝

農地整備課 農地管理係

農地・水保全管理支払事業

評価対象年度

単位

人

17

23年度実績 24年度見込

15

課長名

1.70

18,862

千円

12,600

②

①

正規職員

臨時職員等従事者数

1.80 1.80

施策の大綱（節）　【政策】

〈記述欄〉※数値化できない場合

22年度実績

各活動組織は、共同活動で農道・排水路の草刈り・泥上げ、遊休農地の発生状況の把握や発生防止のための草刈り、花の植栽などを行っている。向上
活動では、用水路の目地詰めや嵩上げ、素掘り水路からコンクリート水路への更新、未舗装農道の舗装を行っている。

根拠法令、要綱等

事業費（直接経費）

千円

実施手法
（該当欄を●）

コ
ス
ト

一般財源

事業期間

22年度決算

％ 100

内容
（手段、手法

等）

11,900概算人件費（正規職員）

２１活動組織
郡築10番町農地水地域環境保全組合、郡築11
番町農地水環境保全組合、昭和地域資源保全
協議会、太田郷沖一環境保全組合、興善寺町
保全振興会、二の丸環境みまもり隊、八代新地
環境保全組合、西牟田下区地域資源保全隊、
北吉王丸地域環境資源保全会、野崎地域保全
向上活動隊、東区悠々、中区地域環境保全
会、西区地域資源保全隊、宝出地域資源保全
隊、美しい北出隊、清流貝洲、外出堂床会、内
野地区集落、川南地区集落、鶴喰地域向上活
動隊、百済来上地域向上活動組織

対象（誰・何を）

（Ｄo）　事務事業の実施

64,900

24年度予算

57,870

共同活動（水路の草刈り・泥上げ、花の植栽や遊休農地の発生状況等の把握などの農地や農業用水等を保全管理する活動）や向上活動
（土水路からコンクリート水路への更新やアスファルト舗装への更新など老朽化が進む農地回りの水路、農道等の長寿命化のための補修・
更新）に対し、国、県、市により支援する事業である。

地域住民による農業用施設のきめ細やかな維持管理を行うことにより施設の長寿命化を図
ることができる。また、地域ぐるみでの環境保全意識の高揚が期待できる。

地域ぐるみでの水路の草刈り・泥上げ、花の植栽や遊休農地の発生状況等の把握などの農地や農業用水等を保全管理する共同活動の実
施により農村の自然環境や景観の保全ができ、農業者と非農業者のコミュニケーションの向上がみられる。
土水路からコンクリート水路への更新やアスファルト舗装への更新など老朽化が進む農地回りの水路、農道等の長寿命化のための補修・更
新である向上活動の実施により水路、農道の補修・更新が実施された。

27年度見込26年度見込

63,036

市債

使用料・手数料

千円 319

単位

成果目標（どのような効果をもたらしたいのか）

53,000

18,000 18,000

64,900千円

51,136 53,000

23年度決算

目的

千円 45,270

64,900

25年度見込

13,484 18,263

事業開始時点からこ
れまでの状況変化
等

事
務
事
業
の
概
要

18,000

53,000

人

11,900

1.701.70

12,600

35,000

千円

千円

千円 18,543 35,000

11,900

32,873

27年度計画

100100 100

（
も
た
ら
そ
う
と
す
る
効
果
の
数
値

化

）

成
果
指
標

コ
ス
ト

総事業費

従事者数

財
源
内
訳

国・県支出金

指標設定の考え方
（
も
た
ら
そ
う
と
す
る
効
果
の
数
値

化

）

成
果
指
標

指標名

農地・水保全管理支払交付金事業

①経営安定を目指した農業の振興

（５）農村環境の整備

施策の展開（項）　【施策】

基本目標（章）

03

基本目標（章）

①豊かな農林水産業のまちづくり

具体的な施策と内容

第４章　豊かさとにぎわいのあるまち

法令による実施義務
（該当欄を●）

終了年度 平成２８年度平成１９年度

農地・水保全管理支払交付金実施要綱

開始年度

1.70

25年度計画

11,900

35,00031,786

補助事業

その他（

予算の事業名

一般会計

農地・水保全管理支払交付金事業

会計区分
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A　結びつく

B　一部結びつく

C　結びつかない

A　薄れていない

B　少し薄れている

C　薄れている

A　妥当である

B　あまり妥当でない

C　妥当でない

A　順調である

B　あまり順調ではない

C　順調ではない

A　見直しの余地はない

B　検討の余地あり

C　見直すべき

A　できない

B　検討の余地あり

C　可能である

A　できない

B　検討の余地あり

C　可能である

A　できない

B　検討の余地あり

C　可能である

A　見直しの余地はない

B　検討の余地あり

C　見直すべき

○ 不要（廃止）

○ 民間実施

○

○ 市による実施（要改善）

○ 市による実施（現行どおり）

● 市による実施（規模拡充）

　 　　　【市民ニーズ等の状況】
市民ニーズや社会状況の変化により、
事業の役割が薄れていませんか

　　　　 【市が関与する必要性】
市が事業主体であるあることは妥当で
すか（国・県・民間と競合していません
か）

（Ｃｈｅｃｋ）　事務事業の自己評価

　　　　　【計画上の位置付け】
事業の目的が上位政策・施策に結び
つきますか

市による（民間委託の拡大・市民等との協働等）

A

　　　　  【受益者負担の適正化】
受益者負担に見直しの余地はありま
すか（引上げ・引下げ・新たな負担・廃
止）

　　　　　　　【民間委託等】
民間委託、指定管理者制度の導入な
どにより、成果を下げずにコストを削減
することは可能ですか

（現状分析等）

この事業は、国において創設された補助事業で高齢化、混住化が進
む農村集落を農家・非農家の皆さんによる共同活動で排水路、農道
などの農業用施設の草刈り・泥上げを行ったり、土水路をコンクリート
水路への更新、未舗装農道の舗装、破損個所の補修など施設の長
寿命化に取り組まれており、維持管理が行われている。
また、地域住民皆さんの参加により農業者と非農業者のコミュニケー
ションの機会が増加している。

（現状分析等）

（現状分析等）

国において創設された補助事業であるため実施要綱・要領に沿って
事業を実施する必要がある。

A

A

A

A

A

決算審査特別
委員会における
意見等

今後の方向性
（該当欄を●）

○

改革改善による期待成果

無 実施年度

排水路、用水路、農道の維持管理や補修更新、花の植栽などの景観活動を農業者を問わず地
域の皆さんで行われており本市にとっても有意義な事業となっている。今後も事業の周知・啓発
を行い多くの地域での活動を期待するものである。

（委員からの意見等）

改革改善内容

外部評価の実施

活動内容の

有効性

実施方法の

効率性

④

③

（Ａｃｔｉｏｎ）　事務事業の方向性と改革改善

　 　　　【他事業との統合・連携】
目的や形態が類似・関連する事業との
統合・連携によりコストの削減は可能
ですか

A

A

　 　 　　【事業内容の見直し】
成果を向上させるため、事業内容を見
直す余地はありますか

事業実施の

妥当性

A

②

②

①

維
持

コスト

向
上

維持

③

①

②

（今後の方向性の理由）

①

　　　　　　【人件費の見直し】
非常勤職員等による対応その他の方
法により、人件費の削減は可能ですか

　　　　　 【事業の達成状況】
成果目標の達成状況は順調に推移し
ていますか

排水路、用水路、農道の維持管理や補修更新、花の植栽などの景観
活動を農業者を問わず地域の皆さんで行われており本市にとっても
有意義な事業となっている。また、地域住民皆さんの参加により農業
者と非農業者のコミュニケーションの機会が増加している。

低
下

削減

今後の改革改善の取組と、もたらそうとする効果

各活動組織に対し中間指導の実施や市との連絡体制を強化し、各組織での活動が円滑に
進むように指導・助言を行う。

成
果

増加
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